
資料２ 

※ 方針は、取組状況によって随時深化していきます。 

事務局各班の復興推進方針 
 

新生ふくしま復興推進本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ふくしまの復興は、一部の組織のみでは、成し遂げられない。 

『全部局が本県の復興を担っている』ことを前提に、一体となって復興に取り組む。 

 

 

１ 全庁一体となった復興推進 

 

○ 各部局が他部局との連携を図るのは当然のこと。 

○ 各部局が、直接的に自らの所管業務でなくても、所管業務の推進に必要なものには、

一歩前に出て、企画・推進に取り組む、より高いレベルの部局間連携を図る。 

２ １ランク上の部局間連携 
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連携の進化 

 

○ 現在行っている取組の結果として想定される事象、国・市町村・団体の動きなど、

これから起きることを常に予想し、先取りした対応を行う。 

 

 

４ 先を見通した対応 

 

○ 広域自治体である県の役割を十分に認識し、国・市町村間の調整を行う。 

 

 

３ 広域自治体としての役割発揮 

 

○ 市町村、県民、企業、団体等、常に現場の声を十分に把握しながら復興に取り組む。 

 

 

５ 現場の声を踏まえた対応 

 

○ 全部局が、県民はもとより、国内外に対して、『新鮮』で『分かりやすい』情報の

発信に取り組む。 

 

 

６ 新鮮な情報の発信 


